
輸入外材の構造 (No. 51) 

組織研究室(1)

ブラ '1 ク・コ '1 トンウ '1 ド材の構造

須川豊f中

1.一般

(1) 名称

市場名:ブラック・コットンウッド

(Black cottonwood), 

ノミノレ 4ナム・コットンウヅド

(Balsam cottonwood) 

学名: Populus trichocarpa TORR. et 

GRAY (ヤナギ科. Salicaceae) 

(2) 概説

米国からの輸入木材は，多くは針葉樹材であっ

て，広葉樹材としてはL 、たって少量で数種をあげ

られるにすぎないっ次号のブラ町y ク・ウォノレナッ

ト材は，高級家具，キャビネットその他の装飾材

として，また，ヒッコリー材 (No. 53) はおもに

スキーその他の運動具用材として輸入されている

ことは一般にもよく知られている。ところが，一

tll 目国 x 50 
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般的にはあまり知られていないが，輸入量においては上記 2 者よりはるかに多い広葉樹材に，このコット

ンウッド類が為る。いずれも Populus 属の樹種よりの木材で，わが国産のドロノキに匹敵する材質のも
のである。原産地では，素材として，箱，桶，マッチ軸木，パルプなどに用いられているほか，単板や合

板としても利用されている。わが国では，おもに下駄材，マッチ軸木用材として使用されている。それら
輸入コットンウッド材の代表的樹種が標記のブラック・コットンウッドである。

この樹種は，北は南部アラスカからカナダのブリテッシ・コロンピヤ州より， ワシントン州およびオ
レゴン州を経て北部カリフォルニヤにいたり，東は北アイダホ州およびモンタナ州にも分布しているとい

う。普通は樹高 9~30 m , T宣径 30~90 cm の落葉高木であるが，生育条件のょいところでは，樹高 24~
38m , T宣径 90~120cm に達する。木材は上述のごとくいたって軽i欽なものを産する。
コットンウッド材は，同じヤナギ科のウィロー (Willow : Salix spp.) 材とよく似ているが，肉眼的に

は材色の相違によって区別できる。すなわち，前者の灰白色あるいは淡灰潟色であるのに比し，後者はは
っきりした褐色あるいは赤潟色である。また，顕微鏡的構造においては，つぎの属相互の特徴の差異によ
って正確に識別できる。すなわち，両者の放射組織はともに単列であるが， 前者の属する Populus 属の
ものは同性であり，後者の属する Salix 属の放射組織は異性である。
さらに，同属のアスペン (Aspen) 類の木材とは，この材がコットンウッド材より級密である点で区別

できる。この差異は，わが国におけるヤマナヲシ材とドロノキ材との関係と類似している。
標題の供試材としては，米国産の林試材鑑 No. 1553 , 3044 を月Il 、たO

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺材は帯黄白色，心材は灰白色ないしは淡)火潟色。ただし， しばしば辺・心材の境が不明りょ

うで，両者の区別がはっきりしない場合がある。生長輸はおおむねI~j りょう。木即ーは通夜。肌目はやや
精。はなはだ軽軟，気乾比重 0.27 (材鑑 No.1553) ， 0.36 (材鑑 No.3044)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略
道管，仮道管，真正木繊維，軸方向柔組織および成射組織からなる。材の構成割合は，道管 39.1%，

真正木繊維(仮道管を含む) 55.9%，紬方向柔組織 0.1%，放射組織 4.9%。

b) 道管

管孔は孤立もするが， 2~数個あて多くは放射方向，ときどき接線方向，斜め方向など不規則に複合また

は接続して散在するものが比較的多L 、。しばしば両側とも放射組織に按触しない管孔も出現する。 1mm

における分布数 44~116 個(複合管孔を 1 個と算定すれば 23~50 個)。孤立管孔はおもに惰円形ないし

は卵形で，直径は放射方向で 60~190μ，按線方向で 50~120μ， 膜厚 1.5~2μ， チロースや内容物は

ほとんどなし、。道管要素は長さ 150~650 ん一端または両端に舌状または尾状の突出部をもっ，単せん

孔，せん孔板はかなり傾斜する。道管相互膜孔は交互状配列，膜;rLの輪郭は丸味をおびた六角形，その直
径は1O~12μ，孔口は楕円形ないし円形，夜径は 3~5μ。

c) 仮道管

周囲仮道管としてわずかに出現するが， ときに離接仮道管も認められる。直径 25~50μ，長さ 400~

900μ。

d) 真正木働機

材の基礎組織を構成する。木口面における形状は不規則な多角形，晩材部のものは比較的厚膜であり，
年輪界付近のものは扇平を呈する。膜厚は早材部で1.5μ，晩材部で 2~2.5μ。長さ 1 ， 130~1 ， 760~

2 ， 180μ。

e) 軸方向柔組織

ほとんど 1 細胞層からなるターミナル柔組織のみからなる。木口面における細胞の形状は扇平で，直径
は放射方向で 5~15μ，接線方向で 20~30μ，膜厚 1μ，長さ 50~180μ。

f) 放射・組織

単列のみからなる， 2~35 細胞高。向性，平伏細胞からなる。道管放射組織間膜孔は輪郭の形状が道管
相互模孔に似た単膜孔。



輸入外材の構造 CNo. 52) 

組織研究室(1)

ブラ''lク・ウオールナット材の構造

板目国 x 50 

( 1 )木材部材料科組織研究資 小林弥→須川豊伸

1.一般

(1)名称
市場名:フラック・ウオールナット

(Black walnut) 

学名: ]uglans nigra LINN, 

(クノレミ科， J uglandaceae ) 

(2) 概説

世界の木材市場で Walnut の名称のもとに取
引されている木材はかなりな種類に達する。しか
し，真正の Walnut は，欧州からアジア州にわた
って広く分布しているかgrans 開gia LINN. の学
名のあてられている樹種である。この木材は産地
の国別にそれぞれ British， Caucasian, French, 
Italian, Spanish, Turkish などの名を冠して呼

ばれる場合もある。 この真正 Walnut 材と比肩
されているものが標題の Black walnut 材であ
る。この両者は同属近縁の関係、にあって，材質的

にも酷似している。ただし，後者は前者よりおお
むね材色が均等で，比重が小さいといわれてい
る。現在，わが国に輸入されているもののほとん
どが後者に属するので，前者は割愛し，ブラック
・ウオールナットをとりあけやた。

阪白面 X 50 
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Juglans 属の木材は，すべてその構造も相互に類似しており， Walnut の英名で呼ばれるのが一般で，
わが国産のオェグノレきや満州産のマンシュウグノレミも， それぞれ ]apanese Walnut, Manchur匂n

Walnut の英名がつけられている。

しかし世界の木材市場においては，これらとは別に，楠物分類学上の科を異にしながら walnut と呼ば

れて取引されている幾多の木材がある。その有名なものとしては，アフリカ西海岸地方から産する African
walnut (L四oa klaineana PIERRE ，センダン科)， 濠州クイスランド州北部に産する Queensland walnut 

(Endiand問 pal刑erstoni C. T. WIIITE, クスノキ科)， 米国産の Satin walnut CLiguidambaγ styrac切開

LINN.，マンサク科)などがあげられる。前 2 者は現在わが国にも輸入されている。これらの木材は，構造
上のおもな特徴においては Juglans 属とかなり相違するものであるが，ただ色調や縞目がはし、る点など材

の外観が真正の Walnut 材に似ているところから，優良材として早くから定評のある Walnut の名称を

利用したものである。 また，最近上記 Queensland walnut とともに i豪州|から輸入されている YeI10w

walnut CBeilschmiedia bancrojtii C. T. WHITE, クスノキ科)のごときは， 材に縞目のはし、る点と肌目

が多少似ているといえばいえるが，材色ははなはだ相違しているものである。
ブラック・ウォーノレすットは，米国の東部から中部にわたって分布し，樹高 30~45 m，直径 120~

180 cm fこ達する落葉性の大高木である。木材は， とくに家具材として古くからアメリカ人に親しまれて

きたものである。特有の美しい色沢や木目，適度な堅さと強同性，良好な加工性，耐久性の大きい点など
のすぐれた材質によって，高級家具，キャビネット，張木細工，銃床材，建築材，事鯛材，造船材などと
して賞用されている。しかし，比較的高価なため， わが国ではおもにツキ板として装飾用に使われてい
る。その他の Walnut 類の木材も，また同様の目的のもとに輸入されているものである。

木材構造の供試材としては，米国産の林試材鑑 No. 1550 , 1617 を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材，辺材は帯白または存~1資潟色，心材は淡褐色あるいは濃黒褐色ないしは紫褐色， ときに陪色の縞
目が入る。木理は通直あるいは不整で，ときには，波状，縮，斑などの益を構成する。また，ピスフレッ
タをもつものがある。肌目はやや精。わずかに特徴的な臭いがある。味はなし、。気乾比重 0.51(材鐙 No.

1550 , 1617 とも)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概峨

道管，真正木級維， iMj方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は， 道管 14.4%， 真正木繊

維 65.0%，軸方向柔組織 6.4%，放射組織 14.2%。

b) 道管

管孔は孤立するか，または 2~3 (4) 個あておもに放射方向， ときに斜め方向に複合する。また，ま
れに数個あて不規則に集合する。 1 mm 2 における分布数は 5~14 個。ほとんどの管孔が片側または両側
を放射組織に接する。 チロースをもっ。孤立管孔は広楕円形，楕円形または広卵形，直径は放射方向で
lOO~370μ，接線方向で 90~250μ，膜厚 2.5~3μ。道管要素は長さ 300~7üOμ，両端または一端に舌
状または尾状の突出部をもっ，単せん孔，せん孔板はわずかに傾斜するO 道管相互膜孔は交互状配列，膜
孔の輪郭の直径は 12~14μ，孔口は長楕円形で，夜径は 5~6μ。

c) 真正木激継
材の基礎組織を構成する。木口商の形状は丸味をおびた多角形， 直径は 15~40μ，膜厚 2~2.5μ，長

さ 1 ， 120~ 1 , 760~2 ， 1801-<" 

d) 軸方向柔組織
随伴散在柔組織，ターミナル柔組織，短接線状およひ敬在柔組織からなる。随伴散在柔組織はほとんど
の管孔に認められるが，その数は少なし、。ターミナノレ柔組織は I 細胞層。短接線状柔組織は 1 細胞層から
なるが出現はまれ。散在柔組織はほぼ均等に分布する。これらの柔組織はし、ずれも柔細胞レストランドよ
りなるが，しばしば結晶細胞を含み，ときどき多室状をなすものも出現する。各紛l胞は直径，放射方向で
15~30μ，接線方向で 20~40μ，膜厚 1μ，長さ 40~130μ。

e) 放射組織
単列および 2~4 (5) 細胞l痛の多列ヵ、らなる。同性に近レ異性。単列放射飢餓は 1~31 細胞高，ほと
んど平伏細胞からなる。多列放射組織は 8~32 細胞高，長さlOO~800μ で，上・下の両端の単列部が 1
~数細胞にとどまるものと，長く延びて多列部と同等またはそれ以上に長くなるものとある。また，中央
部にも単列部をもつものもある。多列部および単列部ともおおむね平伏細胞からなるが，単列部の上・下
地帯部にはしばしば多列部より比較的大別の細胞をもっ，これらの細胞はときどき方形ないしは方形に近
L 、I直立細胞からなる。



輸入外材の構造 CNo・ 53)

組織研究室(1)

シャゲパーク・ヒッコリー材の構造

本口面 x 30 

板目面 x 50 

寸王子示両面福間扇町王小林弥一-須川登1申

1.一般

(1) 名称

市場名:シャグパーク・ヒッコリー
(Shagbark hickory) 

学名: Carya ovala (MILL.) K. KOCH 

〔クルミ科， J uglandaceae) 
(2) 概説

一般的によく知られているヒッコリーという名
称は北米に産するクルミ科の Carya 属樹種の総
称名であるつ Caγya 属の樹種は，北米におよそ 20
種，メキシコと中国に各 1 種を産する。米国では
ヒッコトー類をさらに True hickories と Pecan
Hickories に 2 大別しているO そのおもな樹種関
係を示せばつぎのようであるが，シヤグパーク­
i ツコリーは True 胤ories の代表的樹種で、あ

1) True hickories 

Shagbark hickory (C. ovala ), Bigleaf Shagｭ

bark hickory (C. laciniosa), Pignut hickorv 

(C. glabra) , Oval pignut hickory, Red hicｭ

kory CC. ovalis), Mockernut hickory (C. 10明­
enlosa) 

何日面 x 50 



一ー 140 一一 林業試験場研究報告第 171 号

2) Pecan hickories 
Bitternut hickory (C. cordiformis), Pecan (C. illinoensis), Nutmeg hickory (C. myrisc官eformis) ，

Water hickory (C. aquatic叫

ヒッコリーは Carya と L づ属名に示されているように，古くからその果実利用が対象となってきた樹
木である。樹高 30m，直径 1m 近くにもなる落葉高木類であるが，大きさは樹種のいかんにより区々で
ある。北米では各地に栽培され，いくたの優良品種も育成されている。また，わが国においても幾度かそ
の導入が試みられてきたようである。
ヒッコリーの木材も後記のごとく，多くのすぐれた性質をもち，各種の用途に賞用されている。もちろ

ん，材質においても樹種により，あるいは生育条件のいかんによってかなりの変異性がみられる。一般に
Pecan hickory は果実採取を主目的とし， 材質は True hickories におよばないようであって，現在，
木材利用の対象樹種とされているものはほとんどが True hickories に属するようである。ただし，床板
材としては Pecan のみ利用されているとも L 、う。

True hickories の木材は，明らかな環孔材であるのに比し， Pecan hickories 材はと~環孔材で，この
点により両者は識別できる。しかし，両グループとも各樹種相互間の木材識別は困難といわれている。
つぎに，ヒッコリー材の一般的特徴と性質について記せば，辺材は帯白色ないしi淡渇色，心材は淡尚色
から伺色，あるいは帯赤縄色 (Pecan の心材は濃帯赤褐色で， ときどき薄い暗色の縞目が現われる)。特
徴的な臭いや味はなし、。木理は通直。全乾比重 0.62~0.78制。大変硬L 、。曲げ強さ 625~l ， 68J kgfcm2, 
曲げヤング係数 127~179 tonfcm九縦圧縮強さ 557~792 kgfcm2, 勇断強さ 133~189 kgfcm2 (含水率
10% 以下の平均値)*2 で，強度特性はL、ずれもすぐれているが同一含水率の下では比重と相関するとい
う。加工は容易，仕上り良好。接着陸は普通，釘打ちに対しては割裂しやすいが，釘の保持力は大。収縮
性は多少あって， ~、くぶん狂いやすし、。穿子L虫の筈をうけやすい。耐巧性は低い。
生長輸は明りょう(環孔材または半環孔材)。早材部の管孔は大きく， 肉眼で顕著に認められるっ早材
から晩材への管孔の移行は急激 (True hickories) あるいは漸進的 (Pecan hickories)。 晩材部の管Jし
は小，レンズでは明りょう。孤立または 2~3 個複合する。軸方向柔組織は帯状で密に分布する。放射組
織はレンズなしでは認められなL、。用途としては，材固有の硬さ，強さ，ねばり，世u力など幾多のすぐれ
た特性をもつため， 道具の柄(とくに衝撃の大きいハンマー，斧， ピッケノレなどのがD ， 梯子，家具，運
動用具(スキー，体操用具のパー，ゴルフクラブの柄)，農器具，床板，桶，椀，木型など。
標記樹種の木材構造の供試材としては，林試材鑑 No. 1616 その他を用いた。
2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造
環:fL散点材，辺材は黄色を帯びた白色，心材は淡褐色， iJ:"-輸は lりj りょう。よく飽削した木口面において
はレンズを用いれば密に分布する帯状柔組織が淡色の常線として認められる。木理は通直。肌日はやや
疎。特徴的な臭いや味はなL 、。気乾比重 0.81 (材鑑 No.1616) ， 0.83 (市場材)。

(2) 顕微鏡的構造
a) 構成要素の概賂
道管，真正木繊維，取h方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は， 道管 14.4%，真正木繊

維 65.0払軸方向柔組織 6.4%，放射組織 14.2%0
b) 道管
早材の道管は 1 ， 2 細胞列で年輸伏に疎に配列する。多くは孤立管{L，ときどき 2， 3 個あて放射h向
に複合または接続する。孤立管:fLは卵形，広卵形，惰円形，広楕円形， 直径は放射方向で 240~400μ，
接線方向で 200~330μ，膜厚 3~4μo tt免材部の道管ははなはだ疎に散布する。管孔の形状は早材部の管
Jしと大差なし、が小形，厚膜で，放射方向の直径 60~200μ，接線方向のI直径 40~16Jμ，模事 4~5μ，と
くに複合部分の膜厚は 10μ をこえる。早・ tt免尚材部ともほとんどの管孔が両側または片側を放射組織に
接する。また，チロースをもっ。道管要素は，長さ 200~600μ，跡指または一端に舌状または尾状の突
出部をもっ，交王む膜JLをもっ，その輪郭の直径は 8~10 Jl， 孔口は広楕円形。

c) 真正木繊維
材の主主礎組織を構成する。木口面における形状は丸味をおびた多角形で不規則に配列する。直径 18~

26μ，股厚 2.5~5μ，長さ 740~1 ， 290~1 ， 68ゅん

d) 軸方向柔組織
周囲，帯状，短接線状およひ敬在柔組織からなる。周囲柔組織は 1 細胞隔で，ほとんどの管孔を包む。

帯状柔組織は 1~2 細胞層をなし，おもにせ免材部に密に分布するが，ときどき断続するものがある。短接
線状柔組織は多くは 1 細ß';j!}膏でほとんど早・晩両材部の境界付近にときどき出現する。散在柔組織の出現
はごくわずか。おのおのの細胞は，直径 15~30μ，膜厚1.5~2μ，長さ 50~150μ。 ただし，周囲柔組
織には不整形の細胞が多い。ほとんどの細胞が内容物をもたなL 、。

e) 放射組織
単列および 2~4 ( 5) 細目包I隔の多列からなる。向性に近い異性。単列， 多列ともほとんどが平伏細胞
からなるが，まれに部分的に方形ないしは直立細胞をもっ。単列放射組織は 1~49 細胞高。多列放射組
織は 9~69 細胞高，長さで 150~1 ， 200μ(中央部にも単列部をもつものではあ細胞高で 1 ， 400μ に
達するものがある)，単列部が多列部よりはるかに短いものと，同等またはそれ以上長く延長するものと
ある。また，ときどき中央部にも単列部をもつものも出現する。しばしば細胞の接線嘆付近に樹脂様物質
を沈積している。

*1 B'ROWN, PANSIN & FORSAITH : Textbook of Wood Technology, p.513, (1949) 
*2 F. P. L. (U. S. A.) Technical Bull. No. 479 (1935) , Table 1. 



輸入外材の構造 (No. 54) 

組織研究室ω

プレイ材の構造

木口面 x 30 

板目面 X 50 

(1)木材部材料科組織研究室 小林弥ー・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:プレイ (Pulai)，ベレイ (Pelai)

学名: Alstonia angustiloba MIQ. 

(キョウチクトウ科， Apocynaceae) 

但)概説

プレイと L 、う材名は，マレイ，サラワクおよび

北ボルネオ地方に産する Alstonia 属の木材に用

いられているものである。サラワクでは標記学名

の樹種をベレイ・ブキット (Pelai bukit)，同属の

A. spothulata をベレイ・パヤ (Pelai paya) と

呼んで区別している。前者は海岸地方の泥炭沼沢

地を好むが，後者は沼沢地にはみられない。この
属は種類もかなり多く，上記地域のほか，イン

ド，インドシナ，ジャワ，フィリッピン，ニュー

ギニヤ，オーストラリヤおよびアフリカなど広く

分布している。

Alstonia 属の木材は，ほとんどが淡色で軽軟な
ものが多L 、。ただし，フィリッピンに産するパチ

ノ (Batino : A. macrophlla) 材は例外で，黄褐色

を呈し，堅硬で比重も大きく，構造用材にも適す
る。また， この属の木材は同一科のジェルトン

t-j[ 目面 X 50 
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(Dyera spp.) と同じように，放射組織中に放射乳管をもち，樹幹からラテックスを浸出する。これをチ

クル乳液の代mに使われたこともあるが，チュウインガム用チクルとしては不適であるといわれている。

また，ジェノレトン類やプレイ類は，材に乳跡 (Latex trace) と呼ばれる放射方向に貫通する裂目状ないし
はレンズ状の孔隙をもつものがあって，利用上ベニヤやプライウッドには不向きとされている。
プレイ材とジェノレトン材は，上述の特徴以外の諸性質においても類似点が多く，一見区別しがたし、が，

つぎの特徴に注意すれば両者間の識別は容易である。すなわち，両者とも，よく鈎削した木口面について
レンズで観察すれば，放射組織と，正しく距離をとった軸方向柔組織の帯または線によって形成されてい
るいわゆる網状柔組織あるいは階段状柔組織が認められるが，プレイの軸方向柔組織は帯状柔組織で，配
列の間隔も比較的大きいのに対し，ジェノL トンのものは短後線状柔組織であって，その間隔も一般に狭
く， しばしば放射組織相互の間隔より狭いものも存在する。
プレイは，マレイ，サラワク，北ボノレネオ地方に分布し乾燥した 1 次総あるいは 2 次林にみられる。

直径 100 cm，枝下高 9~15m に迭する常緑高木で，恨張りは小さい。材は軽軟で， 気乾比重 0.35~

0.50*が知られている。乾燥性良好，加工も容易，青変歯に侵されやすく，汚染しやすL 、。耐朽性はなL 、。
用途としては，マッチ材，茶箱，彫刻，模型用，一般軽建築部材，合板川材(ただし，乳跡に対する注

意を要する)。

標題の供試材としては北ボルネオ産の林試材鑑 No.5116，その他を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

放射'.JL'I生の散孔材。生長輸はなL 、。辺・心材の区別-1~IVJ りょう，材色は淡黄白色~淡黄燭色，道管は多
くは， 2~8 個，放射方向に連機，または複合して配列しているが， 孤立するものもある。 レンズで観察
すると放射孔材のように見えるが，全体としては散孔材である。また帯状柔組織が密に配列しているの

で，木口面をよく見ると，放射組織との関係で網目状の模様をつくっている。木理は，やや交錯し，また
は波状を呈する。材は軽軟で，気乾比重 0.32 (材鑑 No. 5116)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 木材の構成要素の概賂

道管，繊維状仮道管，動b方向柔組織，および放射組織からなるO なお，放射組織には放射乳管をもつも
のがある。材の構成割合は，道管 9.9%，繊維状仮道管 66.7%，軸Jj向柔和l織 8.2%，放射組織 15.2%。

b) 道管

2~10 個放射方向に復合または連擁して配列するものが多L 、。孤立管孔も混じえる。
また，ところどころ数個集合して配列するものもある。部分的には放射孔材のように見えるが，全体と
しては散孔性となる。 1 mm 2 における管孔の分布数は 3~10 個，ほとんどの管Jしは片側を放射組織と持
する。復合管.JLの個#の直径は，放射方向 130~250μ，篠線方向 100~180μ，孤立管.fLの形は放射方向
に長い卵形のものが多い。膜厚 2.5~4μ，道管要素の長さは 300~820μ ， i両端とも突出部をもたないも

のが多い，単せん孔。せん孔桜は傾斜する。膜孔はベスチャード膜孔で交互状に配列する。膜孔の径は，

水平方向 3~4μ，垂直方向 2~3μ，膜孔の輸事11は惰円形，イL口は俸状。

c) 仮道管

繊維状仮道管として材の基礎組織を構成する。木口両における各細胞の形状は不整な多角形を呈する。
膜壁は比較的薄L 、，宵径は 20~60μ，膜厚 2.5~3.5μ，長さ 670~l ， 070~1 ， 410 11 ， 膜には顕著な半縁

膜孔を多数有する。その直径 7~ 1O μ ， .f L 口は俸状である。

d) 軸方向柔組織

随伴散在柔組織およひ帯状柔組織からなる。前者は道管の周囲に若干存在する。後者は 2~3 細胞層を

なし，その配列間隔は密で，放射組織とともに網状柔組織を形成する。また，帯状の細い線はしばしば波
状を呈する。各細胞の大きさは，直径 23~46 ，J.， 膜厚 1~2μ，長さ 345~965 んときどき細胞の内こう

に結晶を含む。

巴〉放射組織

単列および 2~3 細胞隔の多列からなる。異性，単列放射組織は 2~13 細胞高， 平伏細胞と直立細胞
からなる。多列放射組織は 5~30 細胞高，長さで 2ÙJ~800 μ，平伏細胞からなる多列部と直立細胞から

なる単列部をもっ，この単列部は多列部の長さと同じか，それより長くはならなL、。さらに多列放射組織
の中に，放射乳管 (Latex tube) が1~3 個存在するものがある。放射手L管の直径は 25~35 仇

* For. Dep., Sarawak: Trees & Timbers of Sarawak & Brunei , Leafiet No.1 , p.7. 



輸入外材の構造 CNo・ 55)

組織研究室ω

ペルポ "1 ク・パヤ材の構造

木口面 x 30 

板目面 x 50 

( 1 ) 木材部材料科組織研究室 小宇和泊、一ー須川豊仲

1.一険

(1) 名称、

市場名:ベルボック・ペヤ (Perupok

paya) 

学名: Lophopetalum beccarianum PIERRE 

(ニシキギ科. Celastraceae) 

(2) 概説

ベルボックの材名で取り扱われている木材は，

マレー，サラワクおよび北ボルネオに産する Lop­

hoμtalum 属の樹種から生産されるつベノレポック

はその総称名である o ~の属の樹種は，上記のほ

か，インド，インドシナ，フィリッピンなどにも

分布している。市場材としては，ベノレポヅク以外

に，インド産の Banati (L. wightianum) ，ベト

ナム産の Ba Khia (L. sp.). プイリッピン産の

Abuab (L. taxicum) などが知られている。とこ

ろで，叶ラワクではこの属の木材を重さによって

2 つのクループに区分している。軽い方の類が標

{正日面 x 50 
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記樹種の属する Perupok と呼ばれるものであり，重い方の類は Bajan と呼ばれている。

Perupok は，直径 60 cm に達する常緑高木で，恨張りは著しし、。サラワクでは Lepeh および Kapas

としづ別名をもっ。また，北部サラワクとブノレネイでは Adau という材名がより一般的に知られている

としづ。材は硬さ中庸で， 気乾比重 0.58~0.64*， その強度的性質はレッドメランチイ (Shorea spp.) 

材にほぼ等しく，軽構造用材として一般に使用されてし、る。 また Bajan 材は， 気乾比重 0.88~ 1. 04*

と非常に重硬で，製材はむしろ困難，割jれやすく加工性もよくなし 有月]な用途にはあてられていない

とし、う。

ベノレポック材の構造上の特徴としては，材色が一般に淡色，単列放射組織のみからなる。規則正しく比

較的密に間隔をとって同心円状に配列する独立帯状柔組織が存在，放射組織と帯状柔組織と按する部位の

細胞内こう(とくに前者の)に樹脂織物質を多く含む，材の)I~礎組織を構成する要素が，半縁嘆孔をもっ

繊維状仮道管からなる点などがあげられる。

Lophopelalu隅属の木材が，過去においてわが国に愉入されたことがあるか否か IjfJ らかでないが，現在

における内外の木材事情から， このような木材の入荷も予想されるし， 現に最近カンボジャから Poan

saley とし、う材名で案内されてきた木材は，般かに同属の 1 種と鑑定されたなど， 今後における輸入材と

して無視できないものと考えられるので，ここに標記の樹材をとりあげたわけである。

木材構造の供試材としては，北ボルネオ産の林試材鑑 No. 5128 をおもにし， 参考材としてマレイ産

の耳 No. 3618 その他を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。生長輸は不lリl りょう。ただし，よく鈎削した木口面では，材色のわずかな濃淡の差異によって

構成された同心円状に走る帯状模様があり，これが年輪状を呈する。材は淡伏褐色，木理はおおむね通直

(樹種によっては交錯する)。肌目はおおむね精。気乾比重 0.58 (材鑑 No. 5128)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概賂

道管， 1反道{1Èf，車>>1方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は道符1:1.3%， 仮道管 65. 1:1%，

軸方向柔組織 5.5%，放射組織 20.4%。

b) 道管

管孔は孤立するか，おもに 2， 3 個あて放射方向に線合する。ただし，前者の出現は比較的少なL 、。ま

た，ときどき数個不規則に複合するものがある。 1 mm2 における分布数 6~14 個， 管イしの両側または

片側を放射組織に接する。孤立管孔は広楕円形，直径は放射)j向で 50~180μ，抜線方向で 40~180μ，

管孔直径の大きいものは複合管孔の中にあって，放射方向で 200μ，接線方向で 170μ に達する。膜!享 2

~3μ。道管要素は，長さ 250~850μ，両端または一端に尾状または舌状の突出部をもっ。単せん孔，せ

ん孔阪は傾斜する。道管相互膜孔は交互状配列，輸事11は広楕円形，直径は長径(水平方向)で 3~3.5μ ，

子L口は惰円形"

c) 仮道管

織維状仮道管として材の基礎組織を構成するものと，その他にごくわずか道管の川固に篠統して出現す

るものとがある。前者の横断面における形状は短形ないしは)j形に近い丸味をおびた多角形で，比較的放

射方向によく並列している。直径は，放射方向で1O~30μ，接線方向で1O~35μ，関手 1.5~2μ，長さ

765~990~ 1 ， 230μ。後者は，直径 40~50μ，長さ 500~800μ。

d) 軸方向柔組織
ほとんど 1~4 細胞層からなる帯状柔組織が年輪状に配列する。ときどき管イLに接触する。柔細胞スト

ランドをなすが， ときどき多室結晶細胞を含むつ各細胞は直翌日~35μ， 劇厚 1~1. 5μ， 長さ 80~

280μ。

e) 放射組織

単列放射組織のみからなる。向性。平伏細胞のみからなる。 1~40 細胞高，細胞の内こうにしばしば樹
脂様物質を含む(とくに軸方向柔組織と接する部分に比較的多く認められる)。

ネ For. Dep. Sarawak: Trees & Timbers of Sarawak & Brunei, Leaflet No.24, p. 3. 



輸入外材の構造 CNo. 56) 

組織研究室川

カルンビット材の構造

木口面 x 30 

板 EI 面 x 50 

( 1 )木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川|豊;仲

1.一般

(1) 名称

市場名:カノレンビット (Kalumpit)

学名: Terminalia edulis BLANCO. 

(シクンシ科. Combretaceae) 

(2) 概説

カノレンピット材はフィリッピンに産する Ter.

隅inalia 属の上記学名の倒木から生産される。た

だし同属の Dalinsi (T. pellucida) 材， および

Sakat (T. nitens) 材はカノレンピットに似ている

ため市場で、は同一名で取り扱われている。 Ter­

minalia 属の樹木は，主として熱帯アジアに産

し，その種類は 100 種じおよんでいる。とくに，

東南7:;; アではビルマ， タイ， マレイ， 印度支

那，フィリッピン，ボルネオなどに分布し，有用

な材を生産している。種類が多し、ばかりでなく，

材質にもかなり l隔があって，軽く軟らかL 、ものか

ら，堅く重いものまである。材色も淡色のものか

柾目商 X 50 
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ら濃色のものまで，種々変化に富んでいる。また材の解剖学的構造も樹績によってかなりの差が認められ

る。樹種名についても，生産される国や，地方によってそれぞれ異なり，総称名のようなものは，ないよ

うである。

フィリッピンでは，この Terminalia 属の樹種は 13 種 2 変種が1ちるとされている。これらの樹木はお

おむね常緑の中高木で， 有名なものとしてはカルンピットのほか， Lani pau (T. Crassiramea) , Bingｭ

gas (T. Co刑infana) などがあげられる。

カノレンピットは直径 100 cm ，枝下高1O~12 m に達するが，恨張りは小さ L 、。 木材市場では，一般に

他の有名材と共に混合している。辺材は淡黄色で， 比較的備が広い。心材は黄燭色ないし赤褐色を呈す

る。木理はやや交錯，ときどき波状を呈する。肌目はやや粗， 光沢あり，硬さ中庸， 気乾比重 0.59*。

乾r;iiミ性良好，仕上り優良。内部工作用としては耐久性があるが，接地したり，風雨にさらすと腐朽しやす

L 、。

用途としては建築材，家具材，キャビネット，込船JH材，また合板JIJ としても使用できる。標題の供試

材としては林試材鑑 Nu. 2145. その他をJIJ l 、た。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的機造

散孔材。不明りような生長輸が認められる。これは管.fLが同心円状に密に分布する部分と比較的疎に分

布する部分とがあって，その色調の差によるものである。辺・心材の区別は明りょう，辺材はl隔が広く，

淡黄白色，心材はj火偏色あるいは黄褐色を呈する。木理はやや交錯し，また，ときどき波状を呈する。肌

目はやや粗，光沢あり. li更さ中庸，気乾比重 0.55 (市場材)， 0.62 (材鑑 No. 2145)。まれに，傷害重責

細胞間道をもつものがある。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概聞各

道管，真正木高裁縫，羽h方向柔組織，放射組織からなる。材の構成割合は道管 18.2%. 真正木樹控 57.2%

軸;j向柔組織 6.8%，放射組織 17.8%。

b) 道管

管孔は孤立するか，または 2~数個あて放射方向に複合する。おおむね均等に散布するが，ところどこ

ろ同心円状に密に分布する部分がある。 1 mm2 における分布数は 4~10 倒。管イしの両側あるいは!\・側を

放射組織と擁する。孤立管孔はおおむね長惰円形ないしは円形， その直径は放射Jj向 160~35D /l. 接線

方向 130~250μ，院厚 2~3μ 。道管要素は，長さ 150~450μ，単せん孔， せん孔板は水平かやや傾斜

する。道管相互膜孔は，交互状に配列するベスチ十一ド膜イLで，輪郭は比較的正しい六角形を呈する。そ

のI宣径は 5~8μ， :f L口は凸レンズ状。道管と放射柔細胞と交わる分野の膜孔は， 道管相互間膜イしとほと

んど同じ。

c) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。細胞は，直径 15~25μ，関手 2~4μ，長さ 1.025~1.280--1 ， 680μo

d) 軸方向柔組織

周囲，および翼状からなる。周囲柔組織は 2~3 細胞l幅。翼状柔組織の発達は顕著ではなく，しばしば

不整形のものがある。これらの細胞の大きさは，直径 7~19μ，膜厚 1-- 1. 5μ，長さ 40~120μ。ときど

き結晶細胞が出現する。この結品細胞は球形で，直径は 70~120μ，内こうに 1 個の結晶を含む。

e) 放射組織

単列，および 2~4 *lUn包幅の多列からなる。 向性。いずれも平伏制11胞のみからなる。単列放射組織は

2--10 細胞高。多列放射組織は 4~30 細胞高，長さで 100--500 ん細胞内こうにはシリカを含む。

* REYES. L. J.: Phi1ippine Wood, p.371 (1938) 



輸入外材の構造 (No. 57) 

組織研究室(日

カマゴン材の情造

木口国 x 30 

板目面 x 50 

( 1 ) 木材部材料科組織研究本 小林功、~.須川豊仲

1.一般

(1) 名称

市場名:カマゴン (Kamagong)

学名: Diospyros discolor WILLDENOW 

(カキ科， Ebenaceae) 

(2) 概説

カマゴン材はフィリッピンに産する上記学名の

樹木から生産される。この木材は，非常に堅くて

綴密である。心材は黒色で，これに赤色の縞目が

でて美麗である。わが国でも古くから黒檀類とし
て使用されている。

Diospyros 属の樹木は，両半球の熱帯から温帯

にわたって約 200 種を産する。これらの樹種のな

かじは果実採取用として，また，用材を目的とし
て楠殺されているものもある。分布は北アメリ

カ，南アメリカ，メキシコ，西印度，オーストラ

リヤ，アジアなどの諸地域におよんでいるO この

植物は，化石植物の一種でもゐり，太古には広く

地球上に生育していたものといわれている。

フィリッピンでも，この属の樹木が 35 種ほど

もあり，用材として利用されるものもかなり多

L 、。しかし，木材市場で最もよく知られているも

柾目面 x 50 



-148 ー 林業試験場研究報告第 171 号

のは，このカマゴンである。フィリッピンでは，これらのカキ属の木材を，利用上の点から，材色によっ

て，次のように 3 つのク.ループに大きく分けているO

① カマゴン (Kamagon) グループ~辺材は桃色あるいは紅色を幣びる， 心材は黒色で赤い色調の織
をもっ: Kamagong, Bolong-eta, Ponce's kamagong, Tamil。

② アタアタ (Ata・Ata) グループ~辺材はほとんど白色か，黄色を帯び， 心材は真黒である: Malaｭ

gaitmon, Ebony, Ata-ata, Talang-gubat, Ooi, Anang。

① マラチンタ (Malatinta) グループ~辺材はほとんど白色で， のちに青味がかった灰色となり，
心材は純黒である: Malatinta, Kanomoi, Katilma, Zapote。

なお，インド， ビノレマ地方でも，おおよそ材色の差異によってグループ分けをしているようである。わ

が闘でも黒僅類については青史寸宣，縞黒檀，黒檀とに区別されているが，その類別は，やはり材色による
ものと忠われる。

このカマゴンは，フィリッピンでは低， 中位の海抜高の森綜に分布する常緑の高木で， 直径 100 cm , 
枝ド高 6~lO m に達する。幹は通IιI'J性状で，恨張りは小さし、。気乾比重1.09*。重硬で，非常に強
じん，利JHにあたっては，乾燥する場合に収縮しやすく，狂いや割れを生ずるため注意を要するつ加工は

困難であるが，仕上りは良好，耐久力が大きし、。

用途としては，黒檀としてのすべての JH途に使用可能である。高級家共，キャビネット，指物用材，楽
器用材，床住，算珠，装飾建築材，器具などきわめて用途は多L 、。なお，日本産のカキ材にはリップルマ
ーク(蓮紋)が存在するが熱帯産の呆僅類にはこの特徴がなし、。このことによって両者は識別できる。こ

の記載の供試材としては林試材鑑 No. 2137 ，その他を用いた。

2. 木材の徳造

(1) 肉眼的構造

散孔材。生長輪はなし、。辺・心材の 1'><:別 l珂りょう。辺材は比較的厚く 20cm くらいに達する。辺材は淡
桃色を帯び，心材は黒色であるが， しばしばその中に赤褐色の縞模様をともなう。木理は通I責か，やや交
錯する。肌目は良好，光沢あり，きわめて重L 、。気乾比重 0.96 (材鑑 No.2137) 、

(2) 顕微鏡的構造

a) 木材の構成要素の概時

道管，真正木繊維，刺l方向柔組織，および放射組織からなる。材の構成割合は， 道管 12.8%. 真正木
繊維 56.8%. 軸方向柔組織 8.5%，放射組織 21. 9%っ

b) 道管

道管はおおむね均等に分布するが，やや斜め方向に配列する傾向がある。多くは孤立するが，ときどき
2~数個あて放射方向に複合する。 1 mm 2 における分布数は 4~10 個。孤立管孔は，おおむね長楕円
形で，]il:径は，放射方向 100~200μ，接線方向 60~150μ。チロースが存在する。 また管孔の両側また
は片側を放射組織に接する。単せん孔，せん孔板は傾斜する。膜厚は 3~5μ。道管要素は，長さ 260~
450μ。内こうには着色物質を含む。道管相互膜孔は交互膜孔，その径は日~Hμ。

c) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。木口商では密に配列し，細胞内こうは小さいのおのおのの細胞は，直径 12
~18μ，映厚 3~5μ，長さ (nO~H90~ 1 ， 280μ。

d) 刺|方向柔組織

短接線状柔組織よりなる。多くは 1 細胞層，ときとして 2 細胞層，その配列間隔は比較的規則的で，木
口商では放射組織とともに網目状の模械をなす。各細胞の中にはシュウ隊石灰の結晶を含んでいる。細胞
の大きさは直径 15~25μ，膜厚 1~2μ，長さ 65~170μ。

e) 放射組織

おおむね単列放射組織のみからなるが，ところどころ複列部をもっ。異性。 2~30 細胞高， 長さ 100~
1 ， 200μ，平伏細胞と直立細胞からなるが， 上下の両端部が 1~2 個の直立細胞で構成されている3 細胞
内こうには，結晶と着色性の樹脂様物質を含んでいるつ

* REYES, J.1. : Philippine Woods, p.407 (1938) 



輸入外材の構造 CNo. 58) 

組織研究室ω

ゲロンガン材の構造

木口面 x 30 

板目面 x 50 

(1)木材部材料科組織研究室 小林弥一須川警仲

高生

(1) 名称

市場名:ゲロンガン (Geronggang), 

セノレンカン (Serungan)

学名: Craloxylon arbo何scens (V AIII.. ) 

BL. (Hypericaceae, がロンカ

ン科(仮称))

(2) 概説

Hypericaceae の梢物はわが国にはなく， 一般

的な和名はいまだ用いられていなL 、。この科はオ

トギリソウ科 (Guttiferae) の近縁で， 分類学者

によってはこれに包含させている。

Geronggang の名称は，サラワクの南部および

中部地方で，標記の C. arborescens および同属の

C. glaucum の 2 種に用いられているもので，同

地方では，さらに前者を Geronggang gajah，後

者を Geronggang puteh と呼んで区別してい

る。また，マレイには前者のみを産するが，これ

十if:目面 x 50 
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に同じ Geronggang の名称を用いている。しかし，北部サラワクやフ勺レネイおよび北ボルネオでは，こ

れらを一般的にはセルンガン CSerungan) と呼んでいる。ただし，北ボルネオでも，同属の C. form抑制

および C. ligustri側聞には Geronggang の名称が用いられている。この 2 種の木材は Serungan と呼

ぶ C. arborescen の材より堅硬であり，かつ，帯状柔組織の発達が顕著で，肉眼でも容易に識別できる。
さらに，インドネシヤでは Cratoxylon 属のすべての樹種をゲノレンガン(Gerunggang) と呼んでいるよ

うである。なお，同属の樹種はインド， ピノしマ， フィリッピンにも産する。

Geronggang ないしは Serungan は， とくにサワラクおよびブソレネイにおける重要な市場材を生産す

る樹木として知られており，同地方にはいたるところに生育しているが，とくにやせた土擦の老齢二次林

の特徴的樹木となっている。
この樹木は，中庸な高木で，まれに直径 1m に達する。根張りはなし、。樹皮は陪掲色で，縦に裂瀞が

できる。
材は軽軟て、，気乾比重 0.48~0.5併が知られている。丸太は水に浮く。 しばしば中央部に脆心材がで

る。一般に天然の欠点、は少ないが，乾燥過程においてひどい割裂を生ずる傾向があるので，伐倒後直ちに
製材した;jがよいといわれている。しかし，この傾向は樹種や産地のいかんによってもかならずしも一様
ではないと記載されている。製材は普通，加工もさして困難ではないが，材にシリカを含むため，工具を

鈍くするe 乾燥性良好，シロアリには佼されるが，菌にはかなりの抵抗力があるとし、う。

用途としては，有用な軽い一般・的用材として，軽量級のレッド・メランチイ材の代用となる。種々の内

部指物材，合板用材に泊する。

木材構造記載の供試材は，インドネシヤ産の林試材鑑 No.3151 および北ボルネオ産の同 No.5211 を，
参考資料として同属の同 No. 5212 (C. formosum) および No.5213 (C. ligustrinum) を用いた。

2. 木材の借進

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺材は淡黄色または紅色をおびた白色，心材は，新鮮なときは鮮鮭紅色で，時日を経るにした

がって暗褐色がかつてくる。あまりはっきりしない生長論を構成するの木J!I!ーは通直，肌円はやや疎。硬さ
中庸。気乾比重 0.48 (材鑑 No. 3151), 0.50 (材鑑 No. 5211)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概時

道管，真正木繊維，軌方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は，道管 19.8%， 真正木繊
維 62.5%，軸方向柔組織 7.2%，放射組織 10.5%0

b) 道管

孤立管孔および複合作孔からなるが，後者の 1:11現は前者に比し少ないの 1 111m 2 における分布数は 4~
10 個(複合管孔は 1 個と計算入多くの管孔が)十側または両側を放射組織に接する。千ロースをもっ。孤

立管孔は円形ないしは円に近い惰円形，直径は放射方向で 160~260μ，接線方向で 140~240μっ複合管

孔は 2， 3 個あて放射方向に接合する一般型のほかに， しばしば急激に大きさを減少する小管孔が多数
個(ときに 20 個をこえる)，多くは 1 列ないしは 2 列に大きい管孔の一端から放射方向に配列するもの，

あるいは大きい管孔聞を連結するもの，ときには小径の複合管孔のみで出現するものなどあって特異で
ある。道管要素は，長さ 200~600μ(小径道管では 700μ をこえるものがある)，両端または一端に育状

ないしは尾状の突出部をもつものがあり，ときにははなはだ延長するものがある。単せん孔，せんiL板は

少し傾斜する。膜の内倶1]に細かい燦旋II~厚がある。道管相互膜孔は不整な交互状配列，輪郭は広楕円形，
直径は 5~7μ，孔口は俸状。

c) 真正木経維

材の基礎組織を構成する。木日間における形状は丸味をおびた矩形に近い多角形で，比較的放射方向に
並列しているわ各細胞は， ï直径 20~35μ，膜厚 2~2.5μ，長さ 770~1 ， 110~1 ， 400μ。

d) 軸方向柔組織

周囲および翼状柔組織からなる。周囲柔組織は 1~2 細胞層。翼状柔組織は翼の部分がほんのわずか左
右に伸びた程度の不整形のものである。各細胞は直径 20~50μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 40~150μ。

e) 放射組織

単列および 2~4 細日包隔の多列からなる。異性。単列放射組織は 1~21 細胞高， 多くは平伏細胞のみ

からなるが，ときどき平伏細胞と方形ないしはI責立の両細胞からなるもの，あるいは夜立細胞のみからな
るものがある。多列放射組織は 6~23 細胞高，長さ 150~500μ，上，下両端の単列部は 1~数(多くは

1~2) 細胞高，おおむね平伏細胞からなるが，ときどき両端部あるいは周辺部に方形ないしは直立細胞を
もっ。細胞内こうにシリカを含む。

* For. Dep. , Sarawak: Trees & Timbers of Sarawak & Brunei, Leaflet No. 8 , p. 8. 
合田貞助:南洋材の知識， p. 311 , (1961) 



輸入外材の構造 (No. 59) 

組織研究室(1)

メダン材の構造

木口面 x 30 

板目面 x 50 

( 1 )木材部材料科組織研究室 小林弥一須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:メダン (Medang)

学名: Litsea sp. 

(クスノキ科 Lauraceae)

(2) 概説

メタンとしづ材名は，多くは，マラヤおよびボ

ルネオ地方で，クスノキ科のあらゆる属種から生

産される木材の総称名として使われているもので

ある。ただし，メタンとして取り扱われている木

材のおもなものは Actinodaphne， Alseodaphne, 
Cinnamo例um ， Cγ'Yptocarya， Dehaasia Litsea, 

Neolitsea , Phoehe 属などからのものである。しか

しこれらの中でもとくに Litsea 属の木材が，

もっとも一般的なものでおる。ところがフィリッ

ピンでは，それらクスノキ科の木材についての総

称名はなく，各樹種ごとの名称が用いられている

ようである。 とくにこの記載に用いた Litsea 属

柾目面 x 50 
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の材にたし、しては，パチクリン (Batikuling) という材名が用いられているつ

メダンの性質については，上述のごとく，樹種が多くて一概にはいえないが，一般的には直径はあまり

大きくない中高木で，恨張りは小さい。材は軽いが比較的硬い。比重についても相当幅があって 0.48-

-0 .72* が知られている。材色も淡黄褐色から赤褐色まであるが，多くは淡賞褐色であるO 肌目は精で，木

理は，ときどき交錯するものもある。また， クスノキ科の木材の特徴として泊細胞 (Oil ceJ1)を有し，

特有の臭いをもつものが多L 、。

標題の供試材は北ボルネオ産の Litsea 属の 1 種で， Medang pawas と呼ばれている林試材鑑 No.5214 ，

その他を用いた。 この Litsea 属の材は，軽軟で(気乾比重 0.46-0.51) ， 材色は淡黄褐色， 木理は通

夜，特有の臭いをもっている。乾燥性や工作性も比較的良好で，耐久性もかなりあるつとくに乾燥材では

シロアリにたL 、する抵抗力もある。

用途としては，多くの一般軽構造用材に適するとされているつ

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材，生長輸は不明りょう。辺・心材の区別不明りょう，材色は黄白色から寅金色まで~る。木理は

おおむね通置。肌日はやや粗，光沢あり，典、をもつが乾燥すればなくなる。軽軟であり，気乾比重 0.51

(材鑑 No. 5214) ，強度はあまり高くなL 、っ乾燥性良好。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概際

道管，真正木繊維および隔膜木繊維，軸方向柔組織，放射組織からなる。材の構成割合は，道管 26.6

%，真正木繊維(隔膜木繊維を含む) 50.4%，軸方向柔組織 9.1%，放射組織 13.9%。

b) 道管

道管は孤立または 2-数個あて放射方向に複合するが，全体としてはほぼ均等に散布する。 1 mm2 に

おける分布数は 5-12 個，ほとんどの管孔が片側あるいは両側を放射組織と接する。孤立管孔は，おお

むね卵形，その直径は，放射方向 130-310μ，接線方向 130-210μ，膜厚 2-4μ。道管要素は， 長さ

300-800μ，両端または一端に舌状の突出部をもっ。膜の内側に細かい腺旋肥厚がある。単せん孔，せん

孔板は水平かやや傾斜する。道管相互膜孔は交互状配列， 膜孔の径は水平方向で 7-10μ，繊維方向で

6-9μ，孔口は棒状。

c) 真正木繊維および隔膜木繊維

この両者は相互に混在して材の基礎組織を構成している。隔膜木繊維は 1-3 の隔膜をもっ。両者の各

細胞は， ï直径 20-35μ，膜厚 2-4μ，長さし020-1 ， 310-1 ， 830μ。

d) 軸方向柔組織

周囲および帽状よりなる。周囲柔組織は 1-3 細胞帽で管孔を包むが，その出現は比較的少なL、。帽状

柔組織は管孔の外側に随伴，まれには連合するものもある。両柔組織中には，ときどき大形の油細胞をも

っ。おのおのの細胞は直径 30-60μ，膜厚 1-2μ，長さ 60-200μ。泊細胞はほぼ級維方向に長レ長楕

円状を呈し，直径は放射方向で 70-110μ，接線方向で 50~90μ，長さ 100-300μ。

e) 放射組織

単列および 2<5 細胞l隠の多列からなる。異性。単列放射組織は 1-10 細胞高， おおむね直立細胞か

らなる。多列放射組織は 5-51 細胞高，長さで 150~1 , 300 Il， 多列部はほとんど平伏細胞からなるが，

土下の両端部にはやや大型の直立ないしは方形細胞をもつものが多い。また，ときどき一端または両端あ

るいは中間部に 2-数細胞高の単列部をもつものがあるが， この長さは多列部の長さより長くなるもの

はない。ときどき辺縁部に大形の泊細胞をもつものがあるが，軸方向柔組織中に出現するものよりはおお

むねやや小形である。

* For. Dep. , Sarawak: Trees & Timbers of Sarawa孟& Brunei, Leaflet No. 38 , p. 2. 



輸入外材の構造 CNo. 60) 

組織研究室町

モンキー・ポ・7 ド材の構造

板目面 x 50 

( 1 )木材部材料科組織研究室 小林弥一須川豊仲

1.一般

(1) 名称、

市場名:モンキー・ポソド (Monkey pod) 

学名: Samanea saman (JACQ) MERR. 

(マメ科， Leguminosae) 

(2) 概説

RECORDキによれば， Samanea 属の樹種は数種

ほど記載されているが，上記学名の 1 種だけがよ

くす，n られていると L 、う。

モンキー・ポッドは，中米および南米北部の原

産であるが，東西両半球の他の熱帯地域に広く楠

栽され，また，帰化植物となっていると L 、う。新

熱帯で最も美しい樹木の・つといわれ，巨大な樹

冠を構成し，公園や，納屋周囲の庭，牧場などに

楠栽され，そこに理想的な日陰をつくっているっ

そのため熱い太陽光線から家斎を守っている 3 さ

らにこの木は沢山の爽をつけ，この~がすぐれた

飼料となっているO

, 

十11:日間 x 50 
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樹木は，コロンビヤのマグタレナ川の例のように，しばしば河川の流域の森林に見い出されるものは，

高さ 30m，寵径 120 cm に達する。 しかし，疎開地に生育するものは，直径は 180cm をこえるが樹高

は低L 、。

幼齢樟lは生長が速く，軽軟で工作容易な褐色の木材を生産するが，樹齢を重ねるにしたがって生長が遅

くなり，比較的重硬で交錯木理を構成，繊維質でむしろ処理しにくい材質となる。また，材色もかなり暗

色となり，ときどきほとんど黒色のものがみられる。

この木材は市場材としては重要なものではないとされているつなんとなれば，多くの森林に生育してい

るものは分布が臓であり，その他のものは，おもに日陰樹として楠栽されるもので，非常に老大樹になっ

てのみ製材所に送られるからで忘ると L 、う。しかし，わが国においては，近年ハワイ諸島その他から輸入

され，ハイチ皿などの作製にあてられており， また，最近カンボジャからアンヒ勺レ・バライン (Ampil

baraing) の材名で案内されてきて，当場でその材質調査などを行なった関係、もあって， ここにとりあげ

たしだいである。

用途としては，上記のほか，古くは丸木舟とされている。柱その他の構造用材などがあげられており，

木理の美しいものは装飾材とされる。

木材構造の供試材は，ハワイ産の林試材鑑 No. 5439 および市場材を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の区別は明りょう。辺材は黄白色ないし鈍黄色で厚く，心材は黄褐色。早材と晩材の

別による組織の疎密および色の差異があって，生長輸はおおむね明りょうである。交錯木理，柾目面で顕
著なリボン益が現われる。光沢はない。味や臭いは著しくなL 、。堅さと重さは中庸。気乾比重 0.53(材鑑

No. 5439) 0.61 (市場材)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概際

道管，真正木仏惟，軸方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は，道管 6.7%，真正木轍維

56.7%，軸方向柔組織 24.5%，放射組織 12.1%0 ‘ 
b) 道管

管子しは，孤立または 2， 3 個あて多くは放射方向に複合するが，ときに数個あでやや不均等に疎に散在

する。 1 mm2 における分布数は 0~7 個。管干しはL 、ずれも軸方向柔組織の厚い層に包まれ， 放射組織に

直擁挟触するものは比較的少なし、。ときどき内こうに暗色のガム状物質を充満する。孤立管孔は円形また

は広楕円形で，直径は放射方向で 100~280μ，接線方向で 80~220μ，膜厚 2~3μ。道管要素は，長さ

100~300μ，一端または両端に舌状または尾状の突出部をもっ，単せん孔，せん孔板は傾斜するものが多

いが水平のものもある。道管相互膜孔は不整な交互状配列，ベスチヤード型，輪郭は角ばった不整な楕円

形で，ときどき極端に水平方向に延長した長惰円形を呈する。孔口は一般に不規則な太線状であるが，膜

孔の輪郭が長楕円形のものは孔口も比例して水平方向に延長する。

c) 真正木制強

材の基礎組織を構成するつ直径 15~25μ，膜厚 2~2.5μ，長さ 750~1 ， 080~1 ， 530μz

d) 軸方向柔組織

周囲，翼状，連合翼状および散在柔組織からなる。周囲柔組織は，ほぼ 5~8 細胞幅の厚い層をなし，

外郭はしばしば広楕円形を呈する。翼状柔組織は整正のものが少なく，多くは眼険状を呈する。連合翼状

柔組織は比較的多く存在するが，おおむね不整状で長く連合するものはなし、。散在柔組織は疎に散布す

る O おのおのの柔組織はし、ずれも柔細胞ストランドからなるが，しばしば多室結晶細胞が出現する 3

細胞は，直径 20~40μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 40~150μ，縦断面における形状は不整なものが多い3

e) 放射組織

単列放射組織の出現はきわめて少なし多くは 2~4 (おもに 3 )細胞l陪の多列放射組織からなる3 単

列のものは 1~7 細胞高，多列のものは 4~17 細胞高，長さで 60~270μ，向性， 平伏細胞のみからな

る。

* RECORD, S. J. & HESS, R. W.: Timbers of the New world, p. 324 , (1949) 


